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昨
年
は
、国
連
が
定
め
る「
国
際
協
同
組
合

年
」で
あ
り
、協
同
組
合
が
社
会
に
も
た
ら
す

価
値
が
改
め
て
世
界
的
に
注
目
さ
れ
た
一
年

で
し
た
。食
料
安
全
保
障
の
確
立
、地
域
経
済

の
維
持
、持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
な
ど
、協

同
の
力
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。当
Ｊ
Ａ
で
は
、第
13
次
中
期

３
ヵ
年
経
営
計
画
・
農
業
振
興
計
画
の
初
年

度
と
し
て「
組
合
員
と
と
も
に
、次
代
に
つ
な

ぐ『
基
盤
』づ
く
り
」を
取
り
組
み
の
柱
に
、協

同
の
精
神
を
基
盤
と
し
た
組
合
員
の
営
農
と

く
ら
し
を
支
え
る
事
業
の
展
開
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

近
年
、気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
集
中
豪

雨
が
激
甚
化
、頻
発
化
し
て
い
る
一
方
で
、渇

水
、記
録
的
な
高
温
は
、生
産
現
場
に
多
大
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。特
に
水
稲
で
は
、高

温
障
害
に
伴
う
生
育
停
滞
や
乳
白
米
の
発
生
、

さ
ら
に
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
イ
ネ
カ

メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米
の
発
生
や
実
が
十
分

に
入
ら
な
い
生
育
不
良
な
ど
、品
質
低
下
と

収
量
減
少
が
み
ら
れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、経
済
担
当
職
員
が
生
産
者
６

０
５
名
の
も
と
へ
出
向
き
、「
カ
メ
ム
シ
対

策
」「
高
温
対
策
」を
中
心
と
し
た
相
談
・
注
意

喚
起
等
を
実
施
し
ま
し
た
。野
菜
・
果
樹
で
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
梨
で
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ

ン
ト
資
材※

の
試
験
使
用
を
行
う
な
ど
、所

得
向
上
と
技
術
力
の
向
上
に
向
け
た
実
証
的

な
取
り
組
み
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
で
は
、組
合
員
の
営
農
と
生
活

を
両
面
か
ら
支
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
て
お
り
ま
す
。金
融
部
門
と
経
済

部
門
が
連
携
す
る「
担
い
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
」で
は
、令
和
６
年
か
ら
引
き
続
き
、経

営
課
題
の
把
握
や
設
備
投
資
計
画
の
検
討
な

ど
を
通
じ
て
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。加
え
て
、共
済
部
門
で
は
令
和
７

年
４
月
の
が
ん
共
済
の
仕
組
改
訂
に
合
わ
せ
、

３
Ｑ
訪
問
活
動（
保
障
点
検
活
動
）の
強
化
を

図
り
、組
合
員
・
利
用
者
の
く
ら
し
を
守
り
、

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
基
盤
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

迎
え
た
令
和
８
年
は
国
連
が「
女
性
農
業

従
事
者
の
国
際
年
」と
定
め
る
年
で
も
あ
り

ま
す
。日
本
の
農
業
に
お
い
て
も
、女
性
の
力

は
生
産
現
場
か
ら
経
営
・
販
売
ま
で
、幅
広
い

分
野
で
不
可
欠
な
存
在
で
す
。Ｊ
Ａ
で
は
、女

性
組
合
員
の
参
画
促
進
や
活
躍
の
場
づ
く
り

に
一
層
力
を
入
れ
、地
域
農
業
の
持
続
性
向

上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。多
様
な
人
材
が
能
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
こ
そ
、こ
れ
か
ら
の
農

業
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
で
あ
り
ま
す
。

　

協
同
の
精
神
を
共
有
し
な
が
ら
、地
域
の

食
と
農
を
将
来
世
代
へ
確
実
に
継
承
し
て
い

く
た
め
、本
年
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
歩
み
、課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と

ご
理
解
、ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト（
Ｂ
Ｓ
）資
材

高
温
や
低
温
、干
ば
つ
な
ど
、環
境
に
対
す
る

農
作
物
の
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
高
め
る
と
さ
れ

る
資
材
・
技
術
の
総
称
。農
作
物
に
刺
激
を
与

え
て
生
理
活
動
を
活
発
に
し
、品
質
や
収
量

の
向
上
と
い
っ
た
効
果
を
引
き
出
す
と
さ
れ

る
。

代
表
理
事
組
合
長　

戸
谷　

利
彦

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝

か
し
い
新
年
の
門
出
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
事
業
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

常
務
理
事
　
杉
野
　
禎
一

常
務
理
事
　
小
倉
　
　
進

常
勤
監
事
　
米
元
　
　
明

理
　
　
事
　
鈴
木
　
敏
雄

理
　
　
事
　
竹
内
喜
久
治

理
　
　
事
　
髙
橋
　
　
優

理
　
　
事
　
佐
々
木
規
夫

理
　
　
事
　
大
塚
　
宏
美

理
　
　
事
　
小
出
　
和
茂

理
　
　
事
　
平
田
　
　
務

理
　
　
事
　
泉
水
　
清
一

理
　
　
事
　
加
曽
利
義
二

理
　
　
事
　
宮
原
　
賢
一

理
　
　
事
　
古
川
　
謙
治

理
　
　
事
　
大
野
　
光
弘

理
　
　
事
　
安
藤
　
　
実

理
　
　
事
　
石
川
　
正
房

理
　
　
事
　
立
野
　
文
雄

理
　
　
事
　
長
谷
川
　
誠

理
　
　
事
　
大
曽
根
実
ゑ
子

理
　
　
事
　
山
越
　
生
枝

理
　
　
事
　
林
　
　
俊
明

理
　
　
事
　
髙
﨑
　
研
一

代
表
監
事
　
鮎
川
　
良
郎

監
　
　
事
　
松
﨑
　
　
靖

監
　
　
事
　
泉
水
　
勝
子

職
員
一
同

Ｐ10－11　税金ワンポイント講座・頭の体操
　　　　　  文芸コーナー  ほか
Ｐ12　　　 みんな来て果彩菜・旬のレシピ

Ｐ13－16　インフォメーション

気
候
変
動
に
立
ち
向
か
う
地
域
農
業

　
　
　
　
　

協
同
で
築
く
持
続
可
能
な
基
盤



～市原市自慢の農林産物が多数出品～～市原市自慢の農林産物が多数出品～
　11月８日に開催した「いちはら大収穫祭2025」で、農
林産物共進会（コンテスト）を行いました。市内の生産者が
107点の農林産物や加工品を出品し、出来栄え（形状・揃
い・光沢など）を競いました。特別賞、優秀賞の入賞者は次
のとおりです。

共進会とは？
農林産物・加工品などを一堂に集め、
品質や技術を比較し、優れたものを
表彰する展示会のことです。地域の
生産技術の向上や、生産者の交流を
深める目的があります。

（審査報告　抜粋）
　本年は気温が高く、記録的な猛暑になりま
した。６月下旬から７月下旬にかけて降雨が
ほとんどなく、９月も残暑が厳しい状況下で
栽培管理に加えて、ご自身の体調管理も苦労
されたことと思います。
　今回の農林産物共進会は、28品目、107点
出品がありました。市原市の農産物の多さと
生産者の熱意を感じたところです。
　ダイコンは播種直後の乾燥や高温により
芽の出ることが厳しい条件でしたが、出品物
は揃いや肥大もよく、生産者の努力と高度な
栽培技術が伺えました。

（審査報告　抜粋）
　本年は気温が高く、記録的な猛暑になりま
した。６月下旬から７月下旬にかけて降雨が
ほとんどなく、９月も残暑が厳しい状況下で
栽培管理に加えて、ご自身の体調管理も苦労
されたことと思います。
　今回の農林産物共進会は、28品目、107点
出品がありました。市原市の農産物の多さと
生産者の熱意を感じたところです。
　ダイコンは播種直後の乾燥や高温により
芽の出ることが厳しい条件でしたが、出品物
は揃いや肥大もよく、生産者の努力と高度な
栽培技術が伺えました。

いちはら大収穫祭2025　農林産物共進会受賞者（敬称略）
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品　名受賞者名受賞賞名

ダイコン泉水　惠一市原市長賞

特　

別　

賞

柿矢代　雅雪市原市市議会長賞

玄　米齋藤雄一郎千葉県千葉農業事務所長賞

キウイフルーツ山越　昭一公益社団法人　千葉県園芸協会長賞

生シイタケ山田　義浩いちはら大収穫祭実行委員会長賞

梨（王秋）藤田　　智市原市農業委員会長賞

優　

秀　

賞

ブロッコリー花見健太郎千葉県野菜園芸組合連合会長賞

ミカン苅米　愛希千葉地域農林業振興普及協議会長賞

ダイコン保坂　和紀千葉県農業共済組合長賞

生シイタケ鶴岡　　実千葉県森林組合長賞

ジネンジョ平田　芳隆市原市農業振興協会長賞

サツマイモ根本　秋光千葉県農業協同組合中央会長賞

イチジク立野　克博全国農業協同組合連合会千葉県本部長賞

ジネンジョ大藤　将寿市原市農業協同組合長賞

表彰後に展示会場で出品物
の販売が行われました。
表彰後に展示会場で出品物
の販売が行われました。

高い品質の農林産物を求
める来場者で会場は大盛
況でした。

高い品質の農林産物を求
める来場者で会場は大盛
況でした。

Ｐ２－３　共進会の結果報告
Ｐ４－５　現場と食卓を支える
　　　　　今、注目の水稲農法

Ｐ６－７　ＪＡ市原市の主な出来事
Ｐ８　　　ピックアップ！旬野菜のすすめ
Ｐ９　　　あなたもチャレンジ！家庭菜園
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現
場
と
食
卓
を
支
え
る

現
場
と
食
卓
を
支
え
る

今
、注
目
の
水
稲
農
法

今
、注
目
の
水
稲
農
法

　
今
、米
の
価
格
が
上
が
っ
て
い
る
そ
の
背
景
に
は
、米
を
作
る
た
め
に
必

要
な
様
々
な
コ
ス
ト
の
上
昇
が
あ
り
ま
す
。

・肥
料・燃
料
な
ど
米
の
生
産
に
必
要
な
資
材
の
値
上
が
り

・物
価
の
高
騰
に
伴
う
生
産
者
の
労
働
費（
賃
金
に
相
当
）の
上
昇

・水
田
の
維
持
や
猛
暑
へ
の
対
策
、有
害
鳥
獣
被
害
な
ど
、

農
業
に
か
か
る
コ
ス
ト
増

　
特
に
温
暖
化
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、雑
草
や
カ
メ
ム
シ
な
ど
の
防
除

対
策
や
、炎
天
下
で
の
作
業
時
間
の
増
加
に
よ
り
作
業
者
の
負
担
は
増
し

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
水
田
や
育
苗・移
植
作
業
に
か
か
る
労
力

削
減
と
時
間
短
縮
の
た
め
に
、関
係
機
関
か
ら
講
師
を

招
き
、講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、水
田
に
直

接
種
子
を
ま
く
方
法（
水
田
直
播
栽
培
）や
、畑
状
態
の

田
に
種
子
を
ま
き
苗
立
ち
し
た
後
に
水
を
入
れ
る
方

法（
乾
田
直
播
栽
培
）、種
子
自
体
に
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
施
す
技
術
な
ど
の
普
及
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、令
和
６
〜
７
年
に
試
験
栽
培
を
行
っ
た
新

品
種「
に
じ
の
き
ら
め
き
」と
再
生
二
期
作
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
水
稲
栽
培
の
星
!?

　
　
　
　
　
暑
さ
に
も
風
に
も
強
い「
に
じ
の
き
ら
め
き
」

こ
れ
か
ら
の
水
稲
栽
培
の
星
!?

　
　
　
　
　
暑
さ
に
も
風
に
も
強
い「
に
じ
の
き
ら
め
き
」

「
に
じ
の
き
ら
め
き
」

　

令
和
４
年
に
品
種
登
録
を
し
た
新

し
い
米
の
品
種
で
す
。高
温
耐
性
・
耐

倒
伏
性
に
優
れ
て
お
り
、注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

特
長

■「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」よ
り
や
や
お
そ
い

収
穫
期
の
品
種
で
倒
れ
に
く
く
、大

幅
に
収
量
が
多
い

■
高
温
で
も
よ
く
実
り
、米
の
外
観
品

質
が
良
く
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」と
同
等

の
お
い
し
さ

■
縞
葉
枯
病
に
抵
抗
性
で
、い
も
ち
病

に
も
比
較
的
強
く
栽
培
し
や
す
い

■
北
関
東
か
ら
北
陸
、西
日
本
ま
で
幅

広
い
地
域
で
栽
培
が
可
能

　

昨
年
か
ら
管
内
の
生
産
者
の
協
力

で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、次
年
度

は
さ
ら
に
生
産
を
拡
大
す
る
予
定
で

す
。 し

ま

は

が
れ

水田直播栽培水田直播栽培 乾田直播栽培乾田直播栽培
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地
元
の
農
業
法
人
・
さ
ん
わ
担
い
手
組
合
の
協
力
、農
研
機
構
の
指
導

の
も
と
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
で
試
験
栽
培
を
実
施
し
ま
し
た
。８
月

上
旬
に
一
番
穂
を
刈
り
取
っ
た
後
、肥
料
の
散
布
と
水
入
れ
を
行
い
、11

月
17
日
に
二
番
穂
を
収
穫
し
ま
し
た
。

再
生
二
期
作

　

９
月
以
降
も
高
温
が
継
続
す
る
近
年
の
気
象
条
件
を
活
用
す
る
、温
暖

化
を
逆
手
に
と
っ
た
栽
培
方
法
。通
常
二
期
作
に
比
べ
、育
苗
や
移
植
作

業
が
不
要
と
な
り
、水
稲
供
給
量
の
増
大
お
よ
び
生
産
者
所
得
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

収
穫
し
た
二
番
穂
に
つ
い
て

　

９
月
の
降
雨
不
足
で
想
定
よ
り
も
生
育
が
や
や
停
滞
し
、収
穫
作
業
に

苦
労
し
た
も
の
の
、米
粒
は
小
粒
な
が
ら
良
好
な
品
質
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。収
穫
さ
れ
た
米
は
、乾
燥
調
整
後
Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
、

特
定
米
穀
と
し
て
み
そ
や
焼
酎
な
ど
加
工
用
米
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

同
担
い
手
組
合
の
鈴
木
敏
雄
組
合
長
は

「
初
め
て
の
取
り
組
み
だ
っ
た
の
で
、収
穫

に
至
っ
た
こ
と
は
大
き
い
で
す
。刈
り
取
る

際
に
雑
草
が
巻
き
込
ま
れ
、
収
穫
し
に
く

か
っ
た
の
で
、今
後
は
雑
草
対
策
を
し
っ
か

り
行
い
収
穫
量
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

試
験
結
果
は
、水
稲
生
産
者
や
市
・
県
関

係
機
関
と
共
有
し
、地
域
へ
の
栽
培
導
入
に

向
け
て
協
議
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

猛暑で短くなる作業時間と
増える負担

加えて、雑草や害虫への対策に
かかる負担が増大

労力削減と時間短縮に
　　　　　力を入れる！

作
業
に
適
し
た
時
間
は
わ
ず
か

日
の
出

日
の
入
り

暑
さ
で
作
業
が
困
難

水
稲「
ふ
さ
こ
が
ね
」を
用
い
た

　
　
　
　
　
再
生
二
期
作
の
実
証
試
験
栽
培
の
取
り
組
み

水
稲「
ふ
さ
こ
が
ね
」を
用
い
た

　
　
　
　
　
再
生
二
期
作
の
実
証
試
験
栽
培
の
取
り
組
みさんわ担い手組合

◀一番穂収穫後に
　伸びてきた芽（ひこばえ）

▲11月17日に行った
　二番穂収穫の様子



　
Ｊ
Ａ
は
10
月
28
日
、秋
冬
青
果
物
の
主
力
品

目
で
あ
る「
姉
崎
だ
い
こ
ん
」と
、年
間
を
通
し

安
定
出
荷
が
可
能
な「
ブ
ー
ケ
レ
タ
ス
」等
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、豊
洲
市
場
内
東
京
シ

テ
ィ
青
果
㈱
で
産
地
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

い
、市
場
連
携
に
よ
る
販
売
力
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

　
当
日
は
Ｊ
Ａ
の
戸
谷
利
彦
組
合
長
や
市
原

市
の
小
出
譲
治
市
長
、姉
崎
蔬
菜
組
合
の
泉
水

清
一
組
合
長
、㈲
葉
っ
ぱ
や
の
野
本
一
弘
代
表

取
締
役
ら
が
参
加
。来
場
者
に
ダ
イ
コ
ン
、

ブ
ー
ケ
レ
タ
ス
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
を
配
布
し
、

生
産
者
が
品
目
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

姉
崎
だ
い
こ
ん

　
姉
崎
蔬
菜
組
合
の
14
人
が
生
産
。甘
く
煮
崩
れ
し
に
く

い
の
が
特
徴
。秋
冬
ダ
イ
コ
ン
の
出
荷
は
10
月
17
日
か
ら

始
ま
り
、２
月
中
旬
ま
で
約
75
万
ケ
ー
ス（
１
ケ
ー
ス
10

キ
ロ
）を
見
込
む
。

ブ
ー
ケ
レ
タ
ス

　
非
結
球
レ
タ
ス
の
品
種
を
改
良
し
た
も
の
で
、葉
っ

ぱ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
。葉
っ
ぱ
や
で
は
、

独
自
の
水
耕
栽
培
技
術
で
ブ
ー
ケ
レ
タ
ス
や
糸
み
つ
ば

な
ど
を
徹
底
し
た
品
質
管
理
の
も
と
生
産
す
る
。

直売所でプレゼントした
落花生やニンジンなどの
加工品は９ＪＡが連携し
て持ち寄りました▶

◀市原市役所で
　「国消国産」を呼びかけ

▲直売所やゴルフ場売店、イベントなどで販売し、地方発送にも
　対応。１月頃までの出荷を見込みます

　
果
彩
菜
ち
は
ら
台
店
で
は
、「
国
消
国
産

の
日
」の
10
月
16
日
に「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
千

葉
県
産
農
産
物
応
援
直
売
所
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
行
い
、来
場
者
へ
記
念
品
、商
品
購

入
者
へ
県
内
９
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
オ
リ
ジ
ナ

ル
加
工
品
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、市
原
市
役
所
で
も
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、市
原
産
米
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
な
ど
を

配
布
。地
域
住
民
に
国
産
食
材
や
直
売
所

の
利
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲生産者・ＪＡ・市が一丸となって市原市の農産物をＰＲしました

―
 

国
消
国
産
の
日 ―

　
市
原
市
自
然
薯
組
合
は
10
月
30
日
に
、

旧
高
滝
営
農
セ
ン
タ
ー
前
で
、ジ
ネ
ン

ジ
ョ
の
粘
度
調
査・初
出
荷
を
行
い
ま
し

た
。組
合
員
が
持
ち
寄
っ
た
ジ
ネ
ン
ジ
ョ

を
す
り
お
ろ
し
、粘
度
を
測
定
。調
査
後
、

ジ
ネ
ン
ジ
ョ
１
６
８
本
の
計
量・袋
詰
め

作
業
を
行
い
、出
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。今

年
は
高
温
少
雨
の
影
響
に
よ
り
、太
く
短

い
傾
向
で
す
が
、例
年
よ
り
粘
り
強
く
、食

味
の
良
さ
が
期
待
で
き
ま
す
。

―
 

市
原
市
自
然
薯
組
合 ―

県
産
・
国
産
農
産
物
と
直
売
所
を
Ｐ
Ｒ

雨
少
の
影
響 

粘
り
強
い
ジ
ネ
ン
ジ
ョ

「
姉
崎
だ
い
こ
ん
」「
ブ
ー
ケ
レ
タ
ス
」等

　
　
　
　

豊
洲
市
場
で
ア
ピ
ー
ル

― 

Ｊ
Ａ
市
原
市
青
果
物
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス ―

JAだより
2026.01

６

JA市原市の
主な出来事
JA市原市の
主な出来事

Ｊ
Ａ
市
原
市
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）を
支
援
し
て
い
ま
す
。

各
出
来
事
に
は
、関
わ
り
の
あ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標（
ア
イ
コ
ン
）」を
表
示
し
て
い
ま
す
。






















